
 

                       

                                  

                                  

    

県
理
容
組
合
の
第
61
回
通
常

総
代
会
は
５
月
27
日
（
月
）
、
県

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
。 

 

開
会
に
先
立
ち
、
80
歳
の
現
役

理
容
師
で
あ
る
永
年
就
労
者
27

名
に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
た
。 

続
い
て
、長
田
實
理
事
長
が「
難

し
い
時
代
を
迎
え
て
い
る
が
魅
力

あ
る
店
舗
経
営
を
期
待
し
た
い
。

訪
問
福
祉
理
容
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た

い
。
競
技
大
会
で
は
石
川
県
選
手

が
と
て
も
活
躍
し
て
い
る
。
東
海

北
陸
大
会
も
期
待
し
た
い
」
と
挨

拶
し
、
来
賓
の
松
田
豊
久
県
健
康

福
祉
部
薬
事
衛
生
課
課
長
、
小
西

祥
一
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン

タ
ー
専
務
理
事
、
田
中
裕
之
日
本

政
策
金
融
公
庫
金
沢
支
店
生
活
衛

生
事
業
統
括
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
祝

辞
を
い
た
だ
い
た
。 

総
代
会
は
、
議
長
に
武
原
義
人

氏
（
能
登
・
河
北
）、
副
議
長
に
山

本
登
志
幸
氏
（
加
賀
・
小
松
）
を

選
出
し
て
議
案
審
議
に
入
っ
た
。 

 

「
平
成
30
年
度
事
業
報
告
承
認

の
件
」
「
平
成
30
年
度
収
支
決
算

承
認
の
件
」「
令
和
元
年
度
事
業
計

画
（
案
）
承
認
の
件
」「
令
和
元
年 

               

度
収
支
予
算
（
案
）
承
認
の
件
」

「
令
和
元
年
度
借
入
金
最
高
限
度

額
承
認
の
件
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
審
議
さ
れ
、
全
議
案
が
原
案
の

と
お
り
承
認
さ
れ
た
。 

総
代
か
ら
は
、
決
算
の
事
務
所

諸
費
の
内
容
に
つ
い
て
、
女
性
役

員
の
選
出
に
つ
い
て
、
加
賀
地
区

で
の
県
組
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
開
催
に
つ
い
て
、
質
問
や
意

見
が
出
さ
れ
た
。 

▼
総
代
会
出
席
者 

 

・
総
代
定
数   

１
０
０
名 

 

・
出
席 

 
 
 
 

９
６
名 

内
、
委
任
状 

２
２
名 

・
欠
席 

 
 
 
 
 

３
名 

・
欠
員 

 
 

 
 
 
  

１
名 

総
代
会
終
了
後
、
県
理
容
政
治

連
盟
通
常
総
会
が
開
か
れ
た
。 
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第
61
回 

通
常
総
代
会 

 

「令和」元年度がスタート 

魅力ある店舗経営を期待 



理容いしかわ                令和 元年 6 月 10 日（2） 

    

▽
永
年
就
労
者
（
感
謝
状
授
与
） 

 

山
崎 

清
一
（
金
沢
・
１
東
） 

青
木 

芳
照
（ 
〃 
・
１
中
） 

出
戸 

武
久
（ 

〃 
・
２
部
） 

中
村
壽
美
子
（ 

〃 

・ 
〃 
） 

石
崎
美
代
子
（ 

〃 

・
４
部
） 

今
田 

洋
子
（ 

〃 

・ 

〃 

） 

河
内 

 

清
（ 

〃 

・
５
部
） 

三
嶋
す
み
子
（ 

〃 

・ 

〃 

） 

久
代 

朝
子
（ 

〃 

・
６
部
） 

横
井 

洋
子
（ 

〃 

・ 

〃 

） 

上
仙 

喜
一
（ 

〃 

・
７
部
） 

鍛
治 

 

勉
（
加
賀
・
加
賀
） 

喜
多 

清
治
（ 

〃 

・ 

〃 

） 

山
岸 

勝
信
（ 

〃 

・ 

〃 

） 

戸
水 

泰
夫
（ 

〃 

・
小
松
） 

梨
井 

 

巖
（ 

〃 

・
石
川
） 

森 
 
 

茂
（
能
登
・
河
北
） 

清
水 

正
男
（ 

〃 

・
羽
咋
） 

千
田 

 

潔
（ 

〃 

・ 

〃 

） 

見
砂 

正
人
（ 

〃 

・ 

〃 

） 

三
宅 

善
治
（ 

〃 

・ 

〃 

） 

大
畠
ま
さ
子
（ 

〃 

・
七
鹿
） 

木
村 

幸
子
（ 

〃 

・ 

〃 

） 

小
山 

利
雄
（ 

〃 

・ 

〃 

） 

水
本 

ふ
さ
（ 

〃 

・
門
前
） 

江
上 

正
弘
（ 

〃 

・
輪
島
） 

横
地 

森
若
（ 

〃 

・ 

〃 

） 

以
上
27
名 

 

                                  

                                  

     

総
代
会
終
了
後
、
キ
ャ
シ
ュ
レ

ス
決
済
に
関
す
る
説
明
会
が
開
催

さ
れ
、
株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
ス

タ
イ
ル
の
井
上
祐
子
さ
ん
が
キ
ャ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
仕
組
や
導
入
に

つ
い
て
説
明
し
た
。 

全
理
連
も
導
入
を
推
進
し
て
い

る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は
、
政

府
の
10
月
消
費
税
引
き
上
げ
に

伴
う
需
要
平
準
化
対
策
の
「
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元
事
業
」

と
し
て
、
必
要
機
器
が
無
料
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
状
況
に
よ
っ

て
一
部
有
料
）
で
入
手
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。 

 

約
30
人
の
参
加
者
は
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
に
つ
い
て
熱
心
に 

             

    

質
問
し
て
い
た
。 

                             

表 
 

彰 

キ
ャ
シ
ュ
レ
ス
決
済 

説
明
会
開
く 

総代会の質問について 
 

［質問］決算資料において、事務所諸費予算額に対して決算額が大幅に上回っているのは、なぜか？ 

 

予算額を決算額が上回っているのは、ここ数年続いており、その決算額は横ばいとなっております。

本来ならば予算額を増額すべきところですが、全理連共済事業特別推進費を予算に組み入れることが

できないため（全理連より０ベースの指示があるため）、収入と支出のバランスをとることが出来ず、

毎年同額の予算編成を行っているために毎年決算額が上回る結果となっております。 

 

参考：事務所諸費（単位：円） 

年度 予算額 決算額 比較 

Ｈ27 14,340,000 15,378,014 1,038,014 

Ｈ28 14,040,000 15,492,791 1,452,791 

Ｈ29 14,040,000 15,426,232 1,386,232 

Ｈ30 13,930,000 15,476,029 1,546,029 

 



（3）令和 元年 6 月 10 日                理容いしかわ                       

 

 

 

     

▽
理
事
長 

 

長
田 

 

實(

金
沢) 

▽
副
理
事
長
、
全
理
連
評
議
員
、

東
海
北
陸
評
議
員
、
経
理
部
長 

絈
野 

邦
雄(
能
登) 

▽
副
理
事
長
、
事
業
担
当
、
渉
外

担
当  

 

前
田 

英
明(

金
沢) 

▽
副
理
事
長
、
総
務
部
長 

田
畑 

 

豪(

加
賀) 

▽
常
務
理
事
、
教
育
部
長 

行
野 

欣
也(

金
沢) 

▽
常
務
理
事
、
組
織
部
長 

近
藤 

秀
司(

能
登) 

▽
常
務
理
事
、
共
済
部
長 

中
村 

伸
夫(

金
沢) 

▽
常
務
理
事
、
企
画
室
長 

田
島 

徳
久(

加
賀) 

▽
常
務
理
事
、
情
報
セ
ン
タ
ー
長 

沓 
 

智
之(

加
賀) 

▽
理
事
、
企
画
担
当
、
情
報
セ
ン

タ
ー
担
当 

 
 

田
中 

栄
一(

金
沢) 

▽
理
事
、
企
画
担
当 

橘 
 

英
行(

加
賀) 

▽
理
事
、
教
育
担
当
、
組
織
担
当 

 
 
 
 
 

大
積 

 

亨(

能
登) 

▽
理
事
、
企
画
担
当
、
情
報
セ
ン

タ
ー
担
当 

 
 

夏
嶋 

正
博(

能
登) 

     

▽
監
事 

 

奥
成 

康
朗(

能
登) 

▽
監
事 

 

竹
中 

義
雄(

加
賀) 

▽
監
事 

 

塚
本 

 

薫(

金
沢) 

▽
事
務
長 

小
田
波
博
子 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

▽
顧
問 

 

松
岡 

武
義(

金
沢) 

▽
相
談
役 

原 
 

元
二(

金
沢) 

▽
相
談
役 

津
田 

 

宏(

金
沢) 

▽
相
談
役 
叶
井 

 

章(

加
賀) 

                    

     

金
沢
支
部 

▽
支
部
長 

 
 
 

行
野 

欣
也 

▽
副
支
部
長
、
総
務
部
長 

 
 
 

中
村 

伸
夫 

▽
副
支
部
長
、
組
織
部
長 

 
 
 

田
中 

栄
一 

▽
経
理
部
長 

 
 

塚
本 

 

薫 

▽
教
育
部
長 

 

小
伏
脇
奈
都
子 

▽
企
画
部
長 

 
 

鹿
渡 

正
宏 

▽
共
済
部
長 

 
 

松
原 

義
則 

▽
事
業
部
長 

 
 

小
西 

 

裕 

▽
情
報
セ
ン
タ
ー
長  

青
山 

幸
雄 

▽
青
年
部
長 

 
 

西
村 

泰
紀 

▽
副
青
年
部
長 

 

村
田 

健
二 

▽
庶
務
部
長 

 
 

番
定 

伸
夫 

▽
監
事 

 
 
 
 

竹
山 

忠
志 

▽
監
事 

 
 
 
 

示
野 

 

栄 

▽
地
区
部
長 

 

１
部
東 

 
 
 

川
尻 

真
澄 

 

１
部
中 

 
 
 

嶋
田 

信
人 

 

１
部
西 

 
 
 

山
本 

幸
雄 

 

２
部 

 
 
 
 

島
田 

 

廣 

 

３
部 

 
 
 
 

島
田 
成
樹 

 

４
部 

 
 
 
 

山
口 

一
彦 

 

５
部 

 
 
 
 

小
屋 

 

博 

 

６
部 

 
 
 
 

寺
島 

昌
克 

 

７
部 

 
 
 
 

横
川 

正
浩 

     

能
登
支
部 

▽
支
部
長 

 
 
 

近
藤 

秀
司 

▽
副
支
部
長 

 
 

絈
野 

邦
雄 

▽
副
支
部
長 

 
 

岩
崎 

 

清 

▽
総
務
部
長
、
事
業
担
当
部
長 

 
 
 

松
村 

季
之 

▽
経
理
部
長 

 
 

奥
成 

康
朗 

▽
教
育
部
長 

 
 

大
積 

 

亨 

▽
企
画
部
長 

 
 

木
地 

 

司 

▽
組
織
部
長 

 
 

三
宅 

善
仁 

▽
共
済
部
長 

 
 

夏
嶋 

正
博 

▽
情
報
セ
ン
タ
ー
長  

松
原 

 

勝 

▽
青
年
部
長 

 
 

松
永 

 

晃 

▽
女
性
部
長 

 
 

小
西 

春
美 

▽
監
事 

 
 
 
 

岩
崎 

栄
照 

▽
監
事 

 
 
 
 

髭
本 

 

修 

▽
地
区
部
長 

 

河
北 

 
 
 
 

髭
本 

 

修 

 

羽
咋 

 
 
 
 

三
宅 

善
仁 

 

富
来 

 
 
 
 

岩
崎 

栄
照 

 

七
鹿 

 
 
 
 

岩
崎 

 

清 

門
前 

 
 
 
 

小
西 

春
美 

 

輪
島 

 
 
 
 

松
村 

季
之 

 

能
都 

 
 
 
 

木
地 

 

司 

 
珠
洲 

 
 
 
 

奥
成 

康
朗 

  

     

加
賀
支
部 

▽
支
部
長 

 
 
 

田
畑 

 

豪 

▽
副
支
部
長
、
教
育
部
長 

 
 
 

田
島 

徳
久 

▽
副
支
部
長
、
経
理
部
長 

 
 
 

吉
田 

秀
明 

▽
総
務
部
長 

 
 

市
川 

正
明 

▽
組
織
部
長 

 
 

村
山
外
喜
男 

▽
共
済
部
長 

 
 

太
田 

健
二 

▽
企
画
部
長 

 
 

橘 
 

英
行 

▽
情
報
セ
ン
タ
ー
長 

沓   

智
之 

▽
事
業
推
進
部
長 

荒
木 

 

潤 

▽
女
性
部
長 

 
 

下
崎 

 

薫 

▽
監
事 

 
 
 
 

和
多 

篤
志 

▽
監
事 

 
 
 
 

室
井 

幸
雄 

▽
地
区
部
長 

 

加
賀 

 
 
 
 

中
出 

尚
人 

 

小
松 

 
 
 
 

山
本
登
志
幸 

 

能
美 

 
 
 
 

北
村 

一
浩 

 

石
川 

 
 
 
 

梨
井 

信
澄 

 

鶴
来 

 
 
 
 

安
達 

拓
史 

      

令
和
元
年
度  

県
組
合
役
員 

令
和
元
年
度   

支
部
役
員 



理容いしかわ                令和 元年 6 月 10 日（4） 

                                   

                                  

                                  

                                  

                                  



（5）令和 元年 6 月 10 日                理容いしかわ                       

 

 

 

                                  

                                  

                                  

                                  

                                  



理容いしかわ                令和 元年 6 月 10 日（6） 

      

支
部
理
容
師
共
済
会
の
総
会
が
、

加
賀
支
部
は
４
月
15
日
（
月
）
、

金
沢
支
部
は
４
月
17
日
（
木
）
、

能
登
支
部
は
５
月
13
日
（
月
）
に

そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
、
会
員
が
出
席

し
た
。 

 

総
会
で
は
、
１
泊
２
日
入
院
か

ら
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
議
案

「
支
部
理
容
師
共
済
会
規
約
な
ら

び
に
支
部
理
容
師
共
済
会
規
約
施

行
細
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」

が
審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
た
。 

                 

     

共
済
会
は
積
極
的
に
加
入
促
進
に

努
め
、
会
員
数
の
拡
大
を
図
る
。 

今
年
度
役
員
は
次
の
と
お
り 

■
能
登
支
部 

 

会
長 

 
 
 

近
藤 

秀
司 

 

会
計
責
任
者 

夏
嶋 

正
博 

■
金
沢
支
部 

 

会
長 

 
 
 

行
野 

欣
也 

 

会
計
責
任
者 

松
原 

義
則 

■
加
賀
支
部 

 

会
長 

 
 
 

田
畑 

 

豪 

 

会
計
責
任
者 
太
田 

健
二 

                 

選
手
激
励
会 

 

東
海
北
陸
理
容
競
技
大
会
出
場

者
の
慰
労
激
励
会
が
５
月
13
日

（
月
）、金
沢
市
民
芸
術
村
敷
地
内

の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
れ
ん
が
亭
」
で

開
か
れ
、
県
組
合
役
員
、
講
師
ら

関
係
者
31
人
が
出
席
し
た
。 

 

慰
労
激
励
会
は
、
長
田
實
理
事

長
が
「
選
手
た
ち
に
力
を
与
え
て

ほ
し
い
」
と
挨
拶
。
行
野
欣
也
教

育
部
長
が
選
手
を
紹
介
し
、
小
伏

脇
隆
ノ
介
講
師
会
幹
事
長
が
「
技

術
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
」

と
練
習
の
成
果
を
報
告
し
た
。
最

後
に
選
手
を
代
表
し
て
田
嶋
寛
明

さ
ん
が
御
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。 

                

                                  

                                  

支
部
理
容
師
共
済
会
総
会 

１
泊
２
日
入
院
か
ら
給
付
金 

 

支部理容師共済会規約 

支部理容師共済会規約施行細則 

一部改正について 

 

■免責（５日）を撤廃し、２日以上入院した場

合に１日目から支払するものとする。（日帰

り入院は入院１日とみなし、支払に該当しな

いものとする。） 

■入院の日数は添付書類（診断書等入院期間が

明記されているもの）で確認する。 

■５年以内に再給付する場合も同様の取り扱

いとする。 

■２０１９年４月１日改訂とし、入院１日目が

２０１９年４月 1日の請求分から適用とす

る。 

■全理連ヘア・カウンセラー資格認定講習（詳細は、理楽ＴＩＭＥＳ、ホームページ） 

  お客様からのヘア・ケア全般の要望に的確に対応できるよう、専門的かつ実践的な知識と技術の修得

を目的とした専門資格「全理連ヘア・カウンセラー」の資格認定講習を３会場で開講する。 

  申込締切は 2019 年 11 月 29 日（金）。 

・東京会場（2020 年２月 17 日・18日、全理連ビル会議室） 

・大阪会場（2020 年２月 17 日・18日、大阪理容会館） 

・福岡会場（2020 年２月 17 日・18日、福岡理容美容専門学校） 

■全理連ヘア・カウンセラーステップアップ講習（詳細は、理楽ＴＩＭＥＳ、ホームページ） 

  「全理連ヘア・カウンセラー」を対象に同講習で学んだことの最新情報について映像を通して内容を

理解・実践することで増収につなげる方法や現場でしか学べない診断方法等を学習する。 

申込締切は 2020 年２月 28 日（金）。 

・東京会場（2020 年３月９日、全理連ビル会議室） 
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四
ヵ
月
後
に
迫
っ
た
消
費
税
率 

引
き
上
げ
で
、
論
争
の
絶
え
な
い 

の
が
、
軽
減
税
率
と
カ
ー
ド
利
用 

時
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
で
、
共
に
制 

度
が
複
雑
で
混
乱
が
予
想
さ
れ
る
。 

更
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の 

普
及
、
拡
大
に
も
利
用
し
よ
う
と 

す
る
政
府
の
方
針
が
、
事
を
一
層 

複
雑
に
し
て
い
る
。 

 

一
般
商
店
で
は
カ
ー
ド
利
用
に 

対
応
す
る
端
末
機
器
や
、
新
た
な 

決
済
口
座
が
必
要
と
な
る
場
合
が 

あ
る
他
、
現
金
化
の
遅
れ
や
手
数 

料
負
担
な
ど
が
生
じ
る
。 

一
方
で
、
カ
ー
ド
決
済
が
不
得 

手
な
高
齢
者
に
は
恩
恵
が
な
く
、 

カ
ー
ド
会
社
や
銀
行
等
は
ビ
ッ
グ 

デ
ー
タ
と
手
数
料
収
入
を
得
る
。 

 

損
得
で
言
え
ば
大
手
企
業
が
得 

を
し
、
小
規
模
の
事
業
者
が
損
を 

す
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る
。 

弱
者
を
切
り
捨
て
る
制
度
で
あ 

る
現
実
も
踏
ま
え
て
お
き
た
い
。

（
理
容
文
芸
ク
ラ
ブ
） 

 

税
率
と
小
遣
い
ス
マ
ホ
で
計
算
し Ｓマーク（標準営業約款）は 

信頼のブランド！ 

技術、衛生、安全のしるしです 
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地
区
部
長
紹
介 

一

部

東

 

川

尻

真

澄 

 
 

        

今
年
度
、
部
長
２
年
目
と
な
り

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
皆
様
に
助
け
て

頂
く
ば
か
り
で
お
恥
ず
か
し
い
限

り
で
す
が
（
笑
）
皆
様
に
少
し
で

も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
様
な
一

部
東
に
す
べ
く
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

一

部

中

・

南 

嶋

田

信

人 

         
 

       

今
年
は
一
部
南
と
の
合
併
に
向

け
て
、
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
い
き

ま
す
。
一
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

一

部

西

 

山

本

幸

雄 

         

何
年
振
り
か
の
地
区
部
長
と
な

り
ま
し
た
。
皆
様
の
教
え
の
元
、

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。
一
年
間

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

二

部

 

島

田

 

廣 

         

 

30
年
ぶ
り
、
若
人
世
代
の
少
な

い
部
か
ら
役
目
を
い
た
だ
き
、
支

部
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
間
違
え

な
い
よ
う
伝
え
て
い
け
れ
ば
と
頑

張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

三

部

 

島

田

成

樹 

          

今
年
度
三
部
の
部
長
に
な
り
ま

し
た
島
田
成
樹
と
い
い
ま
す
。
何

分
不
慣
れ
で
、
わ
か
ら
な
い
事
だ

ら
け
で
す
が
、
一
生
懸
命
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 四

部

 
山

口

一

彦 

         

 

昨
年
に
引
き
続
き
部
長
を
や
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
み
ん
な
の

邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
部
長

の
仕
事
を
し
て
い
き
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

五

部

 

小

屋

 

博 

           

五
部
の
部
長
を
さ
せ
て
頂
く
小

屋
で
す
。
五
部
の
組
合
員
も
少
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
心
を
一

つ
に
し
て
理
容
業
界
を
活
性
化
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

六

部

 

寺

島

昌

克 

         

 

今
年
度
、
六
部
の
部
長
を
さ
せ

て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ

慣
れ
ず
皆
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
と
聞

き
な
が
ら
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

七

部

 

横

川

正

浩 

           

今
年
度
七
部
の
部
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
横
川
で
す
。

初
め
て
の
部
長
と
い
う
事
で
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。 

企

画

部

会

議 

５
月
２
日
（
木
）
21
時
～
事
務

局
に
て
、
企
画
委
員
会
の
会
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
金
沢
支
部
に
お

け
る
今
年
度
の
企
画
の
提
案
が
話

し
合
わ
れ
、
詳
し
い
企
画
内
容
は

別
紙
に
て
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

金 

沢 

支
部
長 

行
野 

欣
也 

☎
０
７
６(

２
６
５)

７
１
３
９ 
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支
部
役
員
会 

第
１
回
能
登
支
部
役
員
会
は
４

月
２２
日
（
月
）
１８
時
か
ら
、
羽

咋
公
民
館
に
て
開
か
れ
た
。
出
席

者
は
１４
名
。
平
成
３０
年
度
事
業

報
告
、
令
和
元
年
度
事
業
計
画
案

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。 

                

総 

代 

会 

第
１７
回
能
登
支
部
総
代
会
は

５
月
１３
日
（
月
）、
ワ
ー
ク
パ
ル

七
尾
に
お
い
て
２４
名
の
総
代
（
定 

     数
３０
名
）
と
役
員
１４
名
が
出
席

し
開
催
さ
れ
た
。 

近
藤
秀
司
支
部
長
の
挨
拶
後
、

議
長
に
武
原
義
人
氏
（
河
北
）
を 

             

選
出
し
、
平
成
３０
年
度
事
業
報

告
・
収
支
決
算
報
告
、
令
和
元
年

度
事
業
計
画
案
・
予
算
案
が
上
程

さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。 

【
質
疑
応
答
】 

『
今
年
の
講
習
会
は
開
催
予
定
回

数
が
少
な
い
の
で
は
…
』 

（
東
海
北
陸
大
会
開
催
に
あ
た
り

前
半
は
ち
ょ
っ
と
厳
し
い
、
後
半

要
望
が
あ
れ
ば
対
処
し
た
い
） 

『
組
合
員
の
少
な
い
地
区
で
衛
生

講
習
を
開
く
事
が
難
し
い
、
支
部

全
体
で
ま
と
め
て
出
来
な
い
だ
ろ

う
か
？
』 

（
保
健
所
の
管
轄
内
に
お
け
る
地

区
同
士
で
相
談
し
、
合
同
で
開
催

す
る
と
い
い
の
で
は
…
。
例
え
ば

羽
咋
地
区
と
富
来
地
区
は
合
同
で

衛
生
講
習
と
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
を

羽
咋
公
民
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。） 

『
珠
洲
地
区
で
は
昨
年
１１
名
が

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
費
用
を
５０
％
助
成
す
る
制
度

を
利
用
し
た
。
今
後
能
登
支
部
と

し
て
行
っ
て
み
て
は
ど
う
か
？
』 

（
組
合
員
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
の

あ
る
と
て
も
い
い
制
度
だ
と
思
い

ま
す
。
た
だ
予
算
的
問
題
も
あ
る

の
で
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。） 

              

総
代
会
終
了
後
、
第
１３
回
能
登

支
部
理
容
師
共
済
会
総
会
が
開
催

さ
れ
た
。
議
案
第
５
号
の
共
済
会 

規
約
な
ら
び
に
規
約
施
行
細
則
の

一
部
改
正
で
は
、『
こ
れ
ま
で
の
入

院
時
の
免
責
５
日
を
撤
廃
し
、
２

日
以
上
入
院
し
た
場
合
１
日
目
か

ら
支
払
う
も
の
と
す
る
。』
が
承
認

さ
れ
、
補
償
が
手
厚
く
な
っ
た
。 

               

さ 

く 

ら 

輪
島
地
区
は
４
月
８
日(

月)

、

地
元
で
有
名
な
一
本
松
公
園
に
て

恒
例
の
お
花
見
を
９
名
が
参
加
し

行
っ
た
。
お
酒
に
弁
当
に
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
（
焼
き
鳥
や
輪
島
名
物
の

フ
グ
）、暖
か
い
う
ど
ん
や
そ
ば
を

堪
能
し
な
が
ら
お
互
い
の
近
況
を

報
告
し
合
っ
た
。
寒
さ
も
あ
り
、

二
時
間
程
で
し
た
が
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
た
。 

（
通
信
・
松
村
季
之
） 

                                  

能 
 

登 

支
部
長 

近
藤 

秀
司 

☎
０
７
６
７(

５
２)

３
９
８
０ 
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県
組
合
総
代
会
が
５
月
27
日

（
月
）
に
開
催
さ
れ
、
加
賀
支
部

選
出
の
総
代
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

暑
い
中
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

             

▽
加
賀
地
区 

 

中
出 

尚
人 

高
﨑 

弘
行 

川
上 

芳
弘 

大
山 

佳
也 

荻
田 

喜
充 

中
川 

雅
義 

高
西 

紀
央 

能
田 

秀
男 

         

▽
小
松
地
区 

 

山
本
登
志
幸 

廣
田 

 

明 

勘
田 

康
友 

竹
中 

紀
雄 

中
村 

秀
樹 

宮
下 

清
盛 

橋
本 
 

隆 

牧
本 

輝
雄 

宮
田 

 

潤 

白
川 
弘
一 

松
本 

健
志 

▽
能
美
地
区 

 

和
多 

篤
志 

宮
本 

義
勝 

口
田 

則
和 

前
田 

和
也 

▽
石
川
地
区 

 

吉
田 

秀
明 

牧
畠
冨
士
子 

熊
田 

政
陸 

丹
保 

俊
憲 

永
島 

秀
樹 

永
島 

賢
一 

伊
藤 

栄
一 

▽
鶴
来
地
区 

 

林 
 

正
弘 

安
達 

拓
史 

 
 

（
32
名
、
任
期
３
年
間
） 

●
石
川
地
区
女
性
部 

石
川
地
区
女
性
部
（
沓
芳
美
部

長
）
は
４
月
15
日
（
月
）
、
白
山

市
八
幡
町
「
も
く
遊
り
ん
」
に
10

人
が
参
加
し
て
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
開
い
た
。 

美
味
し
い
ピ
ザ
な
ど
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
今
年
度
の
行
事
に
つ

い
て
話
し
合
っ
た
。 

                        

                                  

                                  

加 
 

賀 

支
部
長 

田
畑 

 

豪 

☎
０
７
６(

２
７
５)

２
３
１
４ 

総 
 

代 

令和元年度 加賀支部 地区役員 

役職    地区 加賀 小松 能美 石川 鶴来 

地区部長 中出尚人 山本登志幸 北村一浩 梨井信澄 安達拓史 

総務委員 大山佳也 勘田康友   梨井信澄 安達拓史 

組織委員 中出尚人 廣田  明   梨井信澄 安達拓史 

企画委員 
 

竹中紀雄   梨井信澄 安達拓史 

情報センター委員 中出尚人 中村秀樹 宮本義勝 梨井信澄 安達拓史 

経理委員 能田秀男 勘田康友 和多篤志 熊田一義 村山妙子 

教育委員 川上芳弘 竹中紀雄 和田隆志 磯谷理博 林  政勝 

共済委員 髙﨑弘行 廣田  明 口田則和 高室幸正 村山豊一 

事業推進委員 荻田喜充 中村秀樹 石田宣夫 梨井信澄 安達拓史 

女性委員 河口佳代 勘田せつ子 戸田律子 沓  芳美 
 

 

浴
衣
が
似
合
う
ク
ー
ル
ビ
ズ
ヘ
ア 

「
ワ
ン
ダ
ー
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
」
を
売
ろ
う 

県
組
合
総
代
会
に
出
席 

永年就労者の戸水泰夫さん（小松）

に感謝状が授与されました。 
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編 

集 

閑 

談 

▼
ず
っ
と
行
き
た
か
っ
た
所
、
平

成
２７
年
に
能
登
を
舞
台
と
し
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
『
ま
れ
』
の
大
沢

地
区
に
ド
ラ
イ
ブ
が
て
ら
行
っ
て

き
た
。
途
中
男
女
滝
（
２
本
の
大

小
の
滝
）
に
立
ち
寄
り
、
大
沢
地

区
へ
、
海
岸
に
は
ド
ラ
マ
に
登
場

す
る
櫓
が
残
っ
て
い
た
。
ロ
ー
プ

が
張
ら
れ
、
登
る
事
は
出
来
な
か

っ
た
が
景
色
は
最
高
♪
早
く
再
放

送
し
な
い
か
な
ぁ
？ 

（
松
原
勝
） 

▼
『
極
め
る
』 

         

（
青
山
幸
雄
） 

▼
令
和
初
の
国
賓
と
し
て
ト
ラ
ン

プ
米
大
統
領
が
来
日
し
、
全
国
が

記
録
的
に
暑
く
な
っ
た
５
月
の
県

組
合
総
代
会
当
日
。
令
和
最
初
の

議
案
審
議
も
と
て
も
熱
く
真
剣
な

時
間
だ
っ
た
。
理
容
業
を
愛
し
理

容
組
合
を
大
切
に
思
う
真
面
目
な

総
代
さ
ん
た
ち
の
気
持
ち
が
充
分

に
伝
わ
っ
て
き
た
。 

 

（
沓
智
之
） 

                                  

                  

新時代を先取りする 

化粧品・器具のご用命は下記へ 

三 丸 商 会 
TEL 076-252-2809 

FAX 076-252-2818 

 

㈲ ノ ワ キ 
TEL 076-237-5201 

FAX 076-237-6504 

 

北 理 商 会 
TEL 076-229-0115 

FAX 076-229-0115 

石川県理容器具商組合 

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
委
員 

田
中 

栄
一
（
金
沢
・
委
員
長
） 

塚
本 

 

薫
（
金
沢
） 

丹
羽 

陽
一
（
金
沢
） 

■
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
運
営
担
当 

青
山 

幸
雄
（
金
沢
） 

 

こ
ち
ら 

情
報
セ
ン
タ
ー
で
す 

■
理
容
い
し
か
わ
編
集
委
員 

沓 
 

智
之
（
加
賀
・
委
員
長
） 

青
山 

幸
雄
（
金
沢
） 

松
原 

 

勝
（
能
登
） 

 


